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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 10月 7日 (2005.10.7)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド を 覆 う 絶 縁 膜 と 、 こ の 絶 縁 膜 に 形 成 さ れ
前 記 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド を 露 出 さ せ る 開 口 部 と 、 こ の 開 口 部 内 に お い て 前 記 ボ ン
デ ィ ン グ パ ッ ド と 接 続 さ れ る バ ン プ 電 極 と を 備 え 、 前 記 開 口 部 に お い て 、 そ の 下
方 部 の 開 口 面 積 が 、 上 方 部 の 開 口 面 積 よ り も い 部 分 を 有 す る こ と を 特 徴 と し
た 電 子 部 品 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 前 記 開 口 部 が 、 テ ー パ ー 形 状 を 有 す る こ と を 特 徴 と し た 請 求
項 １ に 記 載 の 電 子 部 品 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 開 口 部 の 内 壁 に 微 細 な 凹 凸 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ２ に 記 載 の 電 子 部 品 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 前 記 絶 縁 膜 が 、 前 記 開 口 部 に 相 当 す る 部 分 の 開 口 面 積 が 大 き
い 第 １ の 絶 縁 膜 と こ の 第 １ の 絶 縁 膜 の 上 に 形 成 さ れ 前 記 開 口 部 に 相 当 す る 部 分 の
開 口 面 積 が 第 １ の 絶 縁 膜 に お け る 開 口 面 積 よ り も 小 さ い 第 ２ の 絶 縁 膜 と を 含 む こ
と を 特 徴 と し た 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 部 品 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 前 記 絶 縁 膜 が 、 前 記 開 口 部 に 相 当 す る 部 分 の 開 口 面 積 が 前 記
ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド の 面 積 よ り も 大 き い 第 １ の 絶 縁 膜 と 、 こ の 第 １ の 絶 縁 膜 の 上
に 形 成 さ れ 前 記 開 口 部 に 相 当 す る 部 分 の 開 口 面 積 が 第 １ の 絶 縁 膜 に お け る 開 口 面
積 よ り も 小 さ い 第 ２ の 絶 縁 膜 と 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 の 下 に 形 成 さ れ 前 記 開 口 部 に
相 当 す る 部 分 の 開 口 面 積 が 第 １ の 絶 縁 膜 に お け る 開 口 面 積 よ り も 小 さ い 第 ３ の 絶
縁 膜 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 部 品 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ １ １ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 請 求 項 １ の 電 子 部 品 は 、 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド を 覆 う 絶 縁 膜 と 、 こ の 絶 縁 膜 に 形
成 さ れ 前 記 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド を 露 出 さ せ る 開 口 部 と 、 こ の 開 口 部 内 に お い て 前
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記 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と 接 続 さ れ る バ ン プ 電 極 と を 備 え 、 前 記 開 口 部 に お い て 、
そ の 下 方 部 の 開 口 面 積 が 、 上 方 部 の 開 口 面 積 よ り も い 部 分 を 有 す る こ と を そ
の 要 旨 と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 す な わ ち 、 開 口 部 に お い て 、 そ の 下 方 部 の 開 口 面 積 が 、 上 方 部 の 開 口 面 積 よ り
も な る よ う に 設 定 し て い る の で 、 バ ン プ 電 極 が 開 口 部 か ら 抜 け に く い 。
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